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職員校内研修会Ⅰ  

                            臨時講師 土田 裕未 

期   日 令和２年 ７月 ２８日（火） 

日   程 １３：００ ～１４：３０     

場   所 本校第１ＰＣ室 

テ ー マ 授業で取り入れやすいＩＣＴの基本講座 

講   師 情報科 佐藤亜樹子 

１ 研修について 

職員のＩＣＴ活用について具体的な方法を研修し、今後の学習指導に役立てる。 

  実機（ＰＣ）を用いた操作研修。  

 

２ 感 想 

研修を通して、パワーポイントの基本的な操作方法や、レイアウト等を実践を

交えて講義して頂いた。文字の大きさやフォントやスライドのデザインを工夫

することで格段に見やすくなり、受け手にとってわかりやすいことに留意した

まとめ方を学ぶことができた。パワーポイントの作成に難儀している生徒が多

く見受けられるが、機会があれば今回の研修で得た技能を生徒達に教示してい

きたい。令和３年度から生徒に一人１台タブレットが導入されることになった。

また、各クラスには電子黒板と書画カメラも導入されることになった。これに

伴って Wi-Fi 環境も整い、教育活動の可能性が広がると思われる。現在雄勝校

では主に黒板を用いて授業を展開している教員が多いが、情報をまとめる技能

の育成や、ＩＣＴ機器の活用を図る学習活動をより一層充実させるために、教

職員のＩＣＴ慣れの必要性を感じた。 
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職員校内研修会Ⅱ 

                              教諭 小林 万寿美 

期   日 令和３年 ２月 １８日（木） 

日   程 １５：５０ ～１６：５０     

場   所 本校第１ＰＣ室 

テ ー マ 就労支援について～高等学校との関わり～ 

講   師 
社会福祉法人 慈泉会 

秋田県南障害者就業・生活支援センター センター長 本間啓之 先生 

１ 研修について 

  （１）就業・生活支援センターとは 

  （２）事例 

 （３）就労支援とは 

２ 感 想 

就業・生活支援センターは秋田県内では８カ所あり、雄勝はパートナー、橫手はネッ

ト橫手である。センターでは障害者の就業および就労の相談および支援を行っており、

事業者と雇用者の間に入ってサポートをしていると伺った。なかでも就職してから働き

続ける定着支援に力を入れているということだった。 

センターを利用する人には、（就職させてもらえる）と思っている人がおり、就職と

は本人がするものであるという認識を持って欲しいとおっしゃっていた。また学校はセ

ンターにお任せではなく、学校が主体となって動く必要性があることを教えて頂いた。 

具体的な就業・就労支援として、どんな仕事があっているか、職場実習、マッチング、

面接に同行などに加え、施設で訓練を受けたい人のために施設を探す、施設の見学など

細やかに対応して下さっていることが分かった。最近では、運転免許の取得についての

相談があり、手帳を持っていることを伝えずに取得が難しくなっている人が多くなって

いるようである。手帳を持っていることを伝えることで教え方を変えてくれる教習所も

あると伺った。 

 事例の説明の前に、「就職とは卒業後、自分の同僚（後輩）になることです。一緒に

働けますが?」と全員に問いかけられた。「一緒に働けない理由を探るのが支援の始まり

です。」との言葉に、自分のクラスの生徒に思いを巡らせ、今後センターとの連携の必
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要性を感じた。 

事例では、A さんが在学中から実習（インターンシップ）を経て、就職、離職するま

での流れをお話いただいた。インターンシップを通して A さんは B 社に興味を持ち、

A さんと学校ともに、卒業後は B 社へ就職することが目的・目標となった。そのため、

A さんは B 社に就職後、働く目的を見失い、平気で仕事を休むようになり、離職に至

ってしまったということだった。 

お話を伺って、ゴールを「就職」にしてしまうと、就職した時点で目標がなくなって

しまうので、その後も働き続けるために就職後までを考えて指導することの大切さを学

ぶことができた。何かを達成するための就職であることを生徒に考えさせていく必要性

を感じた。また、学校時代からできないことは就職してからもできないと伺い、高校を

卒業後就職する生徒が多い本校では、一層、基本的生活習慣を身につけさせる責務を感

じた。さらに、就労支援について、対象者自身が自分の特性（障害）を理解すること、

周囲の人は対象者になりきって考えること、目的をしっかりと持ち、共有することの大

切さを改めて知ることができた。今後、センターの就労支援を利用することがあると思

うので、今回学んだことを生かして、センターおよび、生徒、保護者としっかり連携を

とって生徒が働き続けられる支援を行っていきたい。  
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ルーブリック評価を取り入れた授業実践 

臨時講師 大隅 哲也 

ルーブリック評価とは 

生徒の学習到達状況を評価するための評価基準。生徒がどんな評価をされているのか指標

（ルーブリック評価表）を示すことで、生徒が何をどう頑張ればよいかが分かり、学習意

欲を高めることができる。また評価の公平性を高めることができる。 

 

実際の取り組み 

・ルーブリック評価表を作成し、生徒に配付。また、いつでも見ることができるように教

室に設置。 

・授業開始時に本時の評価項目を提示し、授業の最後で「振り返りシート」に自己評価を

行う。 

・自己肯定感が高い生徒と低い生徒で自己評価に差がでないように、同じグループで他者

評価を行い、客観的な評価を行う。 

・毎時間の振り返りシートより、各項目ごとに平均点を集計し、平常点に取り入れる。 

 

取り組んだ感想及び改善点 

生徒達の感想では、ほぼ全員が肯定的な意見であった。意欲的に取り組む様子も見られ、

成績でもほぼ全員が５段階の４、３であった。改善点としては、評価表が単元ごとに細か

く作られていないため、教科の内容をより深く評価できないこと、授業時間内に評価シー

トを記入する時間が取れていないことなどがある。 
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生徒たちの感想   
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授業の風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各テーブルに評価表

を設置 
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教職５年目研修講座（高等学校）を受講して 

                            教諭 小林 万寿美 

期   日 Ⅰ期 令和２年６月１２日（金） Ⅱ期 令和 2年 9月８日（火） 

日   程 
Ⅰ期 

○教育相談と人間関係作り（講義・演習） 

○学校組織の一員として－マネジメントの視点－（講義・演習） 

○生徒の実態を踏まえた授業改善①（講義・協議・演習） 

Ⅱ期 

○発達障害のある生徒の理解と支援（講義・演習） 

○生徒の実態を踏まえた授業改善②（講義・協議・演習） 

研修の目標 
学校組織マネジメントの意識を高め、学習指導や学年経営、生徒指導等に

ついての実践的指導力の向上を図る。 

対   象 
・小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の教諭として採用されて 

５年目で、今年度高等学校に所属する教諭 

・過年度の該当者で未受講者 

場   所 総合教育センター 

参 加 者 小林 万寿美（家庭） 

〔Ⅰ期〕 

 午前の研修は、講義に加え実践的な作業が組み込まれており、作業を通して理論や研修

のテーマを実感できる内容となっていた。 

「生徒理解と人間関係づくり」では、話の聞き方についてロールプレイを行った。「NO 

BUT」、「YES AND」、「Whyの繰り返し」、「コーチングの４W1H」の四つのパターンを行い、生

徒の話を受け入れる話し方の注意点や大切さを学ぶことができた。シナリオの中に、もし

かしたら自分も言ったことがあるような部分があり、自分では生徒の話を聞いているつも

りであっても、生徒にとって本当に話しやすい話し方、聞き方であったのか顧みることが

できた。 

「学校組織の一員として」では１５分間で学校プレゼンテーションシートを作成した。

この作成を通して、学校の目標や強み、生徒や教員の良さを客観的に見つめることができ

た。更に、色々な工夫を教員一人ひとりがすることで地域のニーズに応える豊かな学校作

りの可能性を感じることができた。 

午後は教科研修で、家庭科の部谷指導主事、六郷高校の楢岡明日美先生、農業科の秋田

北鷹高校教頭の佐々木孝之先生、増田高校の守屋拓先生、私の５名で行った。Ｉ期では３

種のテーマの中から、私は「生徒の思考を深める授業展開についての工夫と実践上の課題」

を選択した。自校の生徒の実態を踏まえて、授業で工夫していることや課題となっている
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ことについてレポートにまとめたものを順番に発表し、協議を行った。他校の実情や先生

方の様々な実践例を知ることができ貴重な時間となった。さらに部谷指導主事より助言や

新しい視点の提示をいただき、今後の課題の解決に向けての方向性を掴むことができた。 

〔Ⅱ期〕 

午前中は発達障害のある生徒の理解と支援について講義していただいた。本校では毎年

特別支援についての研修を行っているため、重複する内容が多く、生徒の理解や対応で大

切なことを再確認することができた。特に、生徒への対応やユニバーサルデザインの視点

からの授業改善や環境整備は、現在できている所やできていない所を確認することができ、

できていない所は早速改善していきたいと思った。また、日々意識しているつもりであっ

ても、見落としたり、忘れてしまったりすることがあるので、全教員で定期的に再確認し、

継続して取り組んでいくことが必要だと感じた。 

午後の教科での協議では、Ⅰ期の課題についての改善策を取り入れた授業の報告を行っ

た。それぞれに工夫し、改善に結びつけることができていた。さらに授業の進め方や地域

との連携の仕方など様々な授業改善の視点を学ぶことができた。今回学んだことを生かし

て、今後も指導力向上のため研鑽を重ねていきたい。 

〔まとめ〕  

常日頃から本校の先生方よりご指導いただいているが、今回の教科研修のように同じ教

科の先生の授業を見せてもらったり、見てもらったりする機会はとても少ない。そのため、

このような研修は非常に貴重だと感じている。また研修時の意見交換や報告、協議におい

て、先生方とのお話を通して、授業や指導方法、地域連携などについて視野を広げること

ができた。今回学んだことを授業に取り入れ、生徒のより良い学びに繋げられるようさら

に努力していきたい。 

 最後に、研修に専念できる環境を用意していただいた多くの先生方のご配慮に、改めて

感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 
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第２学年Ｇ組 家庭科（家庭総合）学習指導案 

学 校 名   湯沢翔北高等学校雄勝校  

指 導 者   小林 万寿美           

授業月日   ９月２日（水）２校時 

１．題材名  子どもと共に育つ  子どもを取り巻く環境と福祉 （使用教科書：東京書籍） 

２．本時の計画 

（１）ねらい  子育てに悩む母親のエピソードから現代の子育てが孤立しやすい状況に気づき、望ま

しい保育環境について考え、自分の言葉で表現することができる。 

（２）展開 

 学習活動 指導上の留意点 評 価 

導
入 

７
分 

１.子育てに悩む母親のエピソードを

聞き、感じたことを発表する。（全

体） 

 

 

２．本時の目標を確認する。 

 

・子育ての悩みをイラストを使って説明し、イメージを

つかみやすくする。 

・些細なことのように感じる母親の悩みも、当事者にと

っては深刻であることに気づかせる。 

・キーワードを板書し、子育てが孤立している状況を認

識させるとともに、学習の必然性を高める。 

 

 

展 

開 
 
 
 

 
 
 

 

 

３．子育てが孤立する背景を予想す

る。（個人） 

  

 

 

 

 

４．子育てが孤立しないための望まし

い保育環境を整えるためには、具体

的にどうすればよいか個人で考え、

その後グループで話し合い、まとめ

る。（個人→グループ） 

 

 

 

 

５．各グループでまとめた考えを全体

で共有する。 

 

・予想を立てやすいように、イラストを使用する等ワー

クシートを工夫する。 

・机間巡視をしながら、難儀している生徒には 

子育てに関わる周囲の状況の変化について言葉で表現

できるよう助言する。 

 

・子育ての孤立によって、保育者が困る場面をイメージ

させ具体的な行動について考えるように助言する。 

・グループ内でお互いの考えを練り合うように声かけす

る。 

・話合いを深めやすくするよう、視点を示す。 

・話合いをスムーズに進めるため、役割分担を明確にす

る。 

・各グループの考えを共有できるよう、班でまとめたポ

イントをＢ４の紙に記入し、全体の場で発表するよう伝

える。 

・望ましい保育環境は、保育者自身が社会とつながりを

持ち、様々な支援を得ながら作っていくということを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子育てを

孤立させ

ないため

の望まし

い保育環

境を考え

ている。 

[Ｂ ]ワー

ク シ ー

ト・発表  

 

６.本時の学習のまとめを行う。 ・共有した内容に基づき、子育てを支援する社会の一員

として今の自分にできることを考え、自分の言葉でまと

めるように伝える。 

・自分たちも子育てを支える社会の一員であり、子育て

をしている人に関わっていくことの重要性について助

言する。 

・社会の一

員として

保育に関

わろうと

している。

［Ａ］ 

観察・ワー

クシート  

38 

分 

目標：子育てが孤立しない望ましい保育環境を整えるために、どうしたらよいか考えよう。 

ま
と
め
５
分 

発問：子育てが孤立しない望ましい保育環境を整えるために、どのような行動をすればよいだろうか。 

発問：なぜ保育者（多くは母親）が一人で子育てに悩む状況になってしまうのだろうか。 
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３．評価基準 

Ａ 関心・意欲・態度 Ｂ 思考・判断・表現 Ｃ 技能 Ｄ 知識・理解 

子どもの発達と保育につ

いて関心を持ち、社会の一

員として子育てに関わろ

うとしている。（本時） 

子どもの発達と保育につ

いて、現代の家庭や地域、

社会生活における課題を

見出し、具体的に考えをま

とめたり、発表したりでき

る。（本時） 

子どもと適切に関わるこ

とができたり、子どもの健

やかな発達を支援したり

するために必要な技術を

身につけている。 

子どもを取り巻く環境整

備と社会全体で子育て支

援する必要性を理解して

いる。 

 

〔授業導入時の母親のエピソード〕 

●ある人に新米ママさんが相談した内容の一部抜粋。 

２ヶ月の男の子の新米ママです。今毎日がしんどくて辛いです。 

わが子はかわいいのに、まだ数ヶ月ですが育児に疲れてしまいました。 

旦那も朝早く夜遅いので、家には私と赤ちゃんの２人きりです。 

赤ちゃんが泣きじゃくるのを見ても、かわいそうと思えない事があります。 

私の方が泣きたいんよ！とイライラしながら泣いています。 

赤ちゃんは何も悪くないのも分かっていて、寝顔を見ては後悔して、また泣いての繰り返しです。 

●くわばたりえさんが子育てについて書いたものの一部抜粋 

育児に疲れた 

もう しんどい 

投げ出したいめっちゃわかる。 

洗濯 掃除 買い物 ご飯作る 食べさせる 食器洗う 

お風呂入れる 寝かし付け 夜泣き 寝不足 オムツ替え 旦那のご飯･･･（略） 

私はダメな母親やと思う  

休み欲しい  

寝たいのに寝られない 

自分のしたい事が何もできない  

孤独  

なんで私だけしんどいん？ 

何もかも嫌になる 

子供はお母さんが一番 

お母さんが居ないと何もできない 

そんな事言われんでもわかってる 

わかってるからしんどいねん 

このしんどい気持ちを わかってくれる人がおらんから しんどいねん。 
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５ これからの保育環境 

目標：子育てが孤立しない望ましい保育環境を整えるためには、どうしたらよいか考えよう。 

１．子育てをしている人の悩みを聞いて、子育てについてどう思いましたか？（一言で） 

 

 

 

２．現代の子育てが孤立しているのはなぜだろう。子育てが孤立する背景を予想しよう。                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．子育てが孤立しない環境を整えるためには、どうすればよいか考えてみよう。 

（自分の考え） 

母親の行動 父親の行動 

 

 

 

 

周囲の人としての行動 社会支援であったらいいもの 

  

Ｒ２ 家庭総合     月  日（  ）２年Ｇ組  番 氏名 

父親は… 

 

友達は… 

 

親は… 

 

周囲の人は… 

 

周囲の人 

父親 

育児不安 

http://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e4%ba%ba%e7%89%a9+%e7%84%a1%e6%96%99+%e6%82%a9%e3%82%80%e3%82%b5%e3%83%a9%e3%83%aa%e3%83%bc%e3%83%9e%e3%83%b3&view=detailv2&&id=8814840C5F4380575D6A32427A9D2AFE2CE25B11&selectedIndex=132&ccid=n1/d9M4r&simid=608005011460655318&thid=OIP.M9f5fddf4ce2bc1cbe44b9053cefbcb7bo0
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0NxkN.hVl1AAHQGU3uV7/SIG=13kkr12ci/EXP=1441368292/**http:/3.bp.blogspot.com/-I37-dap0niE/U-8FhCjHy0I/AAAAAAAAktE/Sc2pH-GmEsE/s800/shingou_mushi.png
http://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e4%ba%ba%e7%89%a9+%e7%84%a1%e6%96%99+%e8%80%b3%e3%82%92%e5%a1%9e%e3%81%90&view=detailv2&&id=741049966C60559456AEF49C3674AA72FC2FBEDA&selectedIndex=77&ccid=+fH3fywK&simid=608055850989388731&thid=OIP.Mf9f1f77f2c0ad085b2210d2f6c135c65o0
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPeBpCOOhV3mwAwzeU3uV7/SIG=12ar9svgb/EXP=1441368514/**http:/www.cloverchiro.com/swfu/d/kibunwarui_woman.png
http://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e4%ba%ba%e7%89%a9+%e3%80%80%e7%84%a1%e6%96%99%e3%80%80%e6%b3%a3%e3%81%8f%e3%80%80%e5%ad%90%e3%81%a9%e3%82%82&view=detailv2&&id=A9A623B432A02DC47D5F0C13DEC6B3136E9A8815&selectedIndex=8&ccid=MJKizMk6&simid=608050959022755032&thid=OIP.M3092a2ccc93a2bb213bac66c9e09dca2o0
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（グループやみんなの考え） 

◎まとめよう 望ましい保育環境とは･･･ 

 

 

 

 

４.高校生の自分が、子育てを支援する社会の一員としてできることを考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

母親の行動 父親の行動 

 

 

 

 

周囲の人としての行動 社会支援にあったらいいもの 

  

                                                     

                                                  

                                                  

                                                  

http://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e4%ba%ba%e7%89%a9+%e7%84%a1%e6%96%99+%e9%ab%98%e6%a0%a1%e7%94%9f%e3%80%80%e6%a8%aa&view=detailv2&&id=56D58F59CB4BFBE56942CCF81237DB3D0166266A&selectedIndex=4&ccid=8EOdklXA&simid=608046088528987068&thid=OIP.Mf0439d9255c099470fbeb7522e02b2f1o0
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湯沢翔北高校相互授業研修〈地歴・公民〉 

                            臨時講師 土田 裕未 

期   日 令和２年 １１月 ５日（木） 

日   程 研究授業 ８：４５ ～９：３５     

教   科 地理歴史（世界史 B） 

場   所 湯沢翔北高校  

対   象 ２年 A 組 普通科 

授 業 者 土田裕未  臨時講師    

１ 研究授業 

   (1)本時のねらい 

歴史的背景からフランク王国が長続きした理由を考察する 

(2)授業について 

   授業プリントをもとに授業を展開した。導入では前回までの内容の確認行った。その

後、ローマに次いで西洋の主役となるのがフランク王国だと説明し、課題を「フラン

ク王国が長続きした理由を考えよう」と設定した。フランク王国の発展と、ローマ＝

カトリック教会の成長について授業し、最後に課題の解答をまとめと振り返りを書か

せた。 

２ 感 想 

    世界史 B を授業するにあたり、学習範囲を入念に研究した。日本人にとって捉えにく

い教会と国家の関係を理解してもらうために当時の情景がイメージしやすいように説

明や言葉選びを工夫した。反省点は、生徒の思考を促す場面をほとんど取れなかった

事が挙げられる。今回の範囲は重要語句が多く、多くの時間を説明に割いてしまった。

最後は自分のまとめを数人に発表してもらい、全体で共有し確認する予定だったが、

時間配分も甘く十分に取り組ませることができなかったため、すっきり落ちない授業

で生徒を混乱させてしまったと思う。後日受け取った振り返りシートをチェックする

と自分の言葉で授業の要点をまとめられていた。感想と振り返りからは、課題につい

て「理解できた」という言葉もあり安心しているが、授業を参観してくださった先生

方の提言等を参考にして今後も授業の質を高める努力をしたい。普段とは異なる生徒
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を対象にして授業をするということで非常に緊張したが、集中して授業を聞いてくれ

る真面目な生徒達のおかげでスムーズに展開でき、無事に終えることができた。 
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世界史Ｂ 授業プリント 第５章 １西ヨーロッパ世界の成立 教科書 123ページ 

課題 フランク王国が長生きした理由を考えよう。 

 

【フランク王国の発展】 

・481年、（Ａ         ）の［Ｂ        ］建国。 

 ・（Ｃ         ）を開く 

 ・（Ｄ         ）に改宗 ：ニケーア公会議で（正統・異端）とされた宗派。 

     → 

その後、王の権力は衰え（Ｅ     ）（マヨル＝ドムス）が実権を掌握 

・宮
きゅう

宰
さい

［Ｆ          ］：732 年、（Ｇ            ）でイスラーム教徒を撃

退。 

・Ｆの子［Ｈ       ］：751年 

★メロヴィング朝から王位を奪い、（Ｉ        ）を開く。 

 

【ローマ＝カトリック教会の成長】 

 ・地中海に広がったキリスト教の５つの拠点
きょてん

を（Ｊ       ）という。 

 

 

 

 

 

 

 ・ローマ教会の司教は（Ｋ        ）として権威を高める。 

 ・教皇グレゴリウス１世以来、ゲルマン民族への熱心な布教活動。 

 

○聖像をめぐる対立 

 

 

 

 

 

 726 年：ビザンツ皇帝［Ｌ       ］、（Ｍ         ）

を発布。 

 

このとき、★の事案が起こる。 

・ローマ教皇、ピピンがフランク王位を継承することを認める。 

・そのお礼に、ピピンは（Ｎ        ）を教皇に寄進
き し ん

。（ピピンの寄進） 

                        →これが（Ｏ       ）の始まり。 

 

ローマ教会の主張 

・ゲルマン人への布教には聖像が必要だ 

コンスタンティノープル教会の主張 

・キリスト教では偶像崇拝は本来禁止であるはずだ 

 

ＶＳ 
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〔まとめ・振り返りプリント〕 

 

フランク王国が長続きした理由を考えよう（箇条書きでもOK） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業のふりかえり、感想等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自己評価A・B・C 氏名              
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湯沢翔北高校相互授業研修〈理科〉 

                            臨時講師 大隅 哲也 

期   日 令和２年 １１月 ２４日（火） 

日   程 研究授業  １３：１０ ～１４：００     

教   科 理科（生物） 

場   所 湯沢翔北高校 ３年 E 組 教室 

対   象 ３年 E組 工業科 

授 業 者 大隅 哲也  臨時講師    

１ 研究授業 

   (1)本時のねらい 

土地の環境や生育する植物の特徴を考え、遷移の流れをまとめる。 

 

(2)授業について 

   KP法を用いて導入を行い、グループで遷移の流れについて環境状況を踏まえて

考えさせた。教科書から必要な情報をまとめさせ、各グループに遷移の流れ

の各種図を配り、グループでまとめたあと、代表グループに黒板の図を並べ

替えさせ説明させた。授業の最後にはルーブリックを用いた「振り返りシー

ト」を書かせた。 

 

２ 感 想 

 翔北本校にて授業を行った。生徒の反応もよく、意図した通りの解答を答えて

くれたことで時間内に終えることができた。ただ、振り返りシートを記入する

時間を取ることができなかったため、導入をもう少し早く進めるようにしたい。

また、普段行っているルーブリック評価をもとに、振り返りシートをアレンジ

して行ったが、ほとんどの生徒がルーブリックを意識し授業に臨んでいたよう

に感じた。約４０人かつ他校の生徒に授業を行うことが久しぶりであったため、

多少緊張もあったが、生徒たちのおかげで無事に終えることができた。 
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生物基礎 遷移の流れ 

   年   組   番 氏名              

本時の目標 

 

❈キーワード 

植物の生育条件： 水     → 

         日光    → 

 土壌の栄養 → 

 

遷移           先駆種          陽樹           陰樹 

ある場所の植生が     遷移の初期に侵入     日当たりの良い      日陰の環境でも生育 

時間とともにしだいに   してくる植物。      環境でよく生育する      することができ、ある 

変化していく現象。    ＊           性質。         程度生育すると明るい 

                                      ほど成長する樹木。 

 

１、各土地の環境状態を教科書を使って調べよう。 

裸地                      低木林 

         土壌の状態は？                どんな樹木が生育？ 

          

 

 

         どんな植物が生育？              種子はどう運ばれる？ 

 

 

混交林                     草原 

         生育するのは陽樹、陰樹？           土壌の状態は？ 

 

 

 

         陽樹、陰樹どちらが増える？          地面に届く光の量は？ 

 

 

陰樹林                     陽樹林 

         地表に届く光の量は？             地表に届く光の量は？ 

 

 

 

         芽生えは陽樹、陰樹どっち？          芽生えは陽樹、陰樹どっち？ 
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２、各土地の環境を踏まえ、遷移の流れに沿って並び替えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遷移の流れの説明文を考えよう！ 

 各土地の環境状態や生育する植物の特徴を取り入れながら説明できると◎！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

・遷移は 

生物基礎 遷移の流れ 
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振り返りシート

年 組 番 氏名 月 日 (　　　)

自己
評価

他者
評価

授業の感想：授業の中で考えや知識が変化したことや新しく知ったこと、授業の感想を記入しよう。

1

授業の目標

や内容につ

いて簡単に

記入。

本時の
内容

評価項目 5 4 3 2

３回以上発言し、か

つ、目線を合わせな

がら話を聞き、相づ

ち等のリアクション

をとった。

３回以上発言し、か

つ、目線を合わせな

がら話を聞けた。

１回以上発言し、か

つ、目線を合わせな

がら話を聞けた。

まったく発言せず、

話も聞かなかった。

思考・判断・表現

遷移の流れ

評価内容

技能

話し合いの技能

５回以上発言し、か

つ、目線を合わせな

がら話を聞き、相づ

ち等のリアクション

をとった。

興味・関心

授業の取り組み方

教師や友人の説明を

しっかり聞き、出さ

れた課題のすべてを

答えることができ、

かつ、板書やプリン

トをすべて記入でき

た。

教師や友人の説明を

しっかり聞き、出さ

れた課題の一部を答

えることができ、か

つ、板書やプリント

をすべて記入でき

た。

すべての土地の環境

的特徴や、その土地

にあった植物の特徴

の説明を交えなが

ら、森林が完成する

までの流れを説明で

きる。

すべての土地の環境

で優占する植物の特

徴の説明を交えなが

ら、森林が完成する

までの流れを説明で

きる。

教師や友人の説明を

しっかり聞き、出さ

れた課題の一部を答

えることができた。

授業の内容はあまり

理解できなかった

が、教師や友人の説

明をしっかり聞け

た。

よそ見や別の作業を

したり、寝てしまっ

た。

一部の土地のみ、環

境で優占する植物の

特徴の説明ができ、

かつ、森林が完成す

るまでの流れを説明

できる。

各土地の環境や優占

する植物の説明はで

きないが、森林が完

成するまでの流れは

説明できる。

森林が完成するまで

の流れを説明できな

い。


